
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月２３日２校時，３年２組，西保先生の学級で提案授業がありました。(国語科，物語文「きつ

つきの商売」)今日の西保先生の提案授業をベースに，今後の研究に活かしていきましょう。 

事後研で話し合われた内容を簡単にお知らせします。 

１ 授業者より 

・子どもたちと一緒に作ったラーニングマウンテンについて、授業に活用したところを見てほしい

という意図から本時を設定した。 

・前時までの授業について～音をくわし

く読みたいと子どもからでた。また、わ

かった力を生かしてお話メモを書いて

きた。 

・課題としては、今日読んだことでおさ

えたい力「様子を表す言葉があると、よ

り気持ちが伝わる」ということを子ど

もたちの言葉から結びつけたかった。 

２ 各ブロック協議の記録・・・２枚目にあります！ 

３ 教頭先生から(松本指導主事から) 

・ラーニングマウンテンの活用が、本時において、子どもをどう主体的に動かしていたかが大切。 

～バットモデルの導入がよい。目標の共有ができている。何が足りないかが意識できている。 

・読む時間・書く時間の確保を行っていくと、交流が深まる。 

・子どもにゆだねる部分が早くあってもよかった。 

・まずは、全職員でラーニングマウンテンを活用・共有していくこと  

が必要。 

・主体的に動くための「材料」をどう活用していくか。 
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教頭先生のお話は別紙でお知らせします。 

西保先生、お忙しい中のご準備、そして素晴らしい提案授業をありがとうございました！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協議での質疑応答 

・課題で比較を入れた理由は？ 

 →様子がわかるところはないか？だけだと、色々出てくるがそこで終わってしまう。 

  叙述には気付くことができるが、叙述から登場人物の気持ちにフォーカスするために比較を入

れた。 

 



 

・教科書を使わないのは？ 

→１と２の違いを全体的に見て比較するために本文を打ち直したプリントを使った。 

・どんなまとめを期待していたか。 

→みんなが見つけた叙述から、様子を読むことで気持ちがわかるということに気付かせたかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書記録 


